
　
と
考
え
る
た
め
事
業
制
度
の
Ｐ

　
Ｒ
を
行
い
積
極
的
推
進
を
し
て

　
い
き
た
い
。

③
地
籍
調
査
の
成
果
に
よ
り
筆
界

　
及
び
面
積
が
確
定
さ
れ
農
地
貸

　
借
に
不
安
が
な
く
な
り
、
賃
貸

　
借
が
容
易
に
な
る
と
考
え
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
認
定
農
業
者
、
担

　
い
手
へ
の
農
地
集
約
が
期
待
で

　
き
る
た
め
、
早
期
事
業
完
了
を

　
目
指
し
た
い
。

答
弁
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

④
農
地
法
改
正
に
よ
り
耕
作
者
の

　
権
利
、
賃
借
権
が
大
き
く
変
換

　
さ
れ
一
般
法
人
の
参
入
が
認
め

　
ら
れ
た
。
市
で
は
趣
旨
の
普
及
、

　
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
後

　
継
者
不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

　
抑
制
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

　
と
ら
え
て
い
る
。

⑤
平
均
規
模
が
小
さ
い
地
域
や
担

　
い
手
が
不
足
す
る
地
域
で
新
規

　
参
入
促
進
の
観
点
か
ら
弾
力
化

　
さ
れ
、
毎
年
の
見
直
し
が
義
務

　
付
け
さ
れ
た
た
め
、
面
積
設
定

　
必
要
性
を
次
の
総
会
で
協
議
す

　
る
予
定
で
あ
る
。

（
再
質
問
）　
生
産
調
整
に
つ
い
て

　
の
市
助
成
は
国
の
補
償
に
上
乗

　
せ
す
る
の
で
は
な
く
、
耕
作
条

　
件
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
予
算
を

　
使
っ
て
は
ど
う
か
。

（
再
答
弁
）（
産
業
労
働
部
長
）
今

　
後
の
条
件
整
備
及
び
農
地
の
生

　
産
力
確
保
を
図
る
と
い
う
こ
と

　
で
施
設
整
備
の
整
備
保
全
を
推

　
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

○
通
常
時
お
よ
び
緊
急
時
の
情
報

　
伝
達
に
つ
い
て

質
問
　
①
お
知
ら
せ
版
等
、
市
民

　
へ
の
情
報
伝
達
は
十
分
と
考
え

　
る
か
。
②
緊
急
事
態
発
生
時
、

　
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段
は
ど

　
の
よ
う
に
な
る
か
。
市
民
間
の

　
情
報
伝
達
・
避
難
行
動
な
ど
の

　
対
応
へ
の
啓
蒙
啓
発
は
ど
う
な

　
っ
て
い
る
か
。

答
弁
（
企
画
部
長
）
①
情
報
提
供

　
に
つ
い
て
は
、
月
１
回
の
広
報

　
及
び
月
２
回
の
お
知
ら
せ
版
を

　
全
世
帯
へ
配
布
。
自
治
区
未
加

　
入
世
帯
へ
は
公
共
施
設
・
病
院

　
・
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
・
郵
便
局

　
の
協
力
に
よ
り
配
置
す
る
と
と

　
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し

　
て
広
く
周
知
す
る
こ
と
に
努
め

　
て
い
る
。
ま
た
、
主
要
事
案
に

　
つ
い
て
は
報
道
各
社
に
対
し
年

　
４
回
の
定
例
記
者
会
見
お
よ
び

　
随
時
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

　
る
。
市
か
ら
の
情
報
誌
は
、
紙

　
面
の
工
夫
と
内
容
充
実
を
図
り

　
読
み
や
す
さ
、
見
や
す
さ
も
兼

　
ね
備
え
た
わ
か
り
や
す
い
も
の

　
に
改
革
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

　
あ
る
。

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）
②
石
下

　
地
区
に
お
い
て
は
防
災
無
線
に

　
よ
る
一
斉
放
送
・
広
報
車
な
ら

　
び
に
消
防
団
車
両
に
よ
る
情
報

　
伝
達
を
行
う
。
水
海
道
地
区
に

　
お
い
て
は
防
災
無
線
が
整
備
さ

　
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ

　
以
外
の
手
段
を
活
用
す
る
。
市

　
が
発
信
す
る
重
要
な
情
報
に
つ

　
い
て
は
自
治
区
長
へ
の
連
絡
や

　
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
い
る
が
、

　
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
と
同
じ
よ

　
う
な
一
斉
送
信
に
よ
る
情
報
提

　
供
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま

　
た
、
迅
速
で
正
確
な
情
報
伝
達

　
の
た
め
に
は
住
民
間
の
連
絡
網

　
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
促
進

　
に
努
め
た
い
。
さ
ら
に
、
災
害

　
に
対
す
る
意
識
向
上
を
目
的
と

　
し
て
広
報
誌
の
活
用
・
防
災
講

　
演
会
の
開
催
等
、
啓
蒙
啓
発
を

　
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

 <

そ
の
他
の
質
問
事
項>

○
都
市
計
画
に
つ
い
て

○
健
康
増
進
に
つ
い
て

○
道
徳
心
・
教
養
に
つ
い
て

○
農
業
の
発
展
施
策
と
市
有
財
産

　
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

○
高
崎
坂
東
線
に
つ
い
て

質
問
　
早
期
実
現
に
つ
い
て
ど
の

　
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
の
か

　
示
せ
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）
昨
年
３

　
月
、
市
長
自
ら
県
知
事
に
要
望

　
し
た
。
さ
ら
に
、
県
議
会
土
木

　
委
員
会
の
調
査
や
県
西
地
域
振

　
興
に
対
す
る
要
望
、
県
単
事
業

　
要
望
に
つ
い
て
も
市
の
最
優
先

　
課
題
と
し
て
要
望
書
を
提
出
し

　
て
い
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
は

　
県
に
お
い
て
石
下
駅
中
沼
線
の

　
杉
山
地
区
よ
り
国
生
間
を
施
工

　
中
で
あ
り
平
成
25
年
の
供
用
開

　
始
を
予
定
。
そ
の
後
、
篠
山
地

　
区
よ
り
古
間
木
間
を
進
め
る
予

　
定
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
杉

　
山
・
国
生
間
で
用
地
の
未
取
得

　
が
数
件
あ
り
事
業
遅
滞
の
原
因

　
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た

　
め
市
と
し
て
解
決
に
向
け
協
力

　
し
て
い
く
と
と
も
に
、
早
期
実

　
現
に
向
け
て
の
予
算
確
保
と
事

　
業
推
進
を
県
に
働
き
か
け
て
い

　
く
。
な
お
、
既
に
県
の
合
併
市

　
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援

　
事
業
の
認
定
期
間
が
経
過
し
て

　
い
る
た
め
、
市
が
市
道
を
認
定

　
し
整
備
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

　
難
な
状
況
で
あ
る
。

（
再
質
問
）　
市
で
資
金
を
用
意
す

　
れ
ば
可
能
で
は
な
い
の
か
。

（
再
答
弁
）（
都
市
建
設
部
長
）
制

　
約
が
あ
る
。
地
財
法
第
27
条
の

　
２
な
ら
び
に
地
方
財
政
施
行
令

　
第
42
条
に
よ
り
、
都
道
府
県
道

　
の
新
設
、
改
築
及
び
災
害
復
旧

　
に
関
す
る
工
事
経
費
の
全
部
又

　
は
一
部
を
市
町
村
に
負
担
さ
せ

　
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が

　
あ
る
た
め
、
市
が
財
源
の
一
部

　
を
負
担
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
未

　
解
決
用
地
の
件
も
含
め
、
市
が

　
協
力
で
き
る
こ
と
を
調
整
中
で

　
あ
り
早
期
整
備
の
実
現
を
図
り

　
た
い
。

（
再
々
質
問
）　
制
約
が
あ
る
こ
と

　
は
承
知
し
て
い
る
。
別
の
解
決

　
策
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
再
々
答
弁
）（
副
市
長
）
高
崎
坂

　
東
線
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

　
る
。
県
と
の
交
渉
経
過
を
お
知

　
ら
せ
す
る
。
用
地
未
取
得
に
関

　
し
て
は
平
成
23
年
度
中
に
県
道

　
路
建
設
課
に
お
い
て
協
議
し
、

　
事
業
主
体
と
し
て
の
進
捗
も
進

　
め
24
年
度
の
県
の
事
業
と
し
て

　
採
択
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強
く

　
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
土
浦
境
線
以
南
に
つ
い
て
は
冒

　
頭
申
し
上
げ
た
よ
う
に
重
要
性

　
を
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

　
り
、
工
事
進
捗
の
た
め
何
が
必

　
要
か
を
検
討
し
県
と
の
協
議
に

　
入
り
た
い
。

 <

そ
の
他
の
質
問
事
項>

○
石
下
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
買

　
収
し
た
10
町
歩
近
い
土
地
の
活

　
用
方
法
に
つ
い
て

○
学
校
施
設
の
拡
大
・
改
修
に
つ

　
い
て

質
問
　
①
絹
西
小
学
校
の
教
室
確

　
保
及
び
施
設
の
拡
大
を
ど
う
進

　
め
る
か
。
②
老
朽
化
に
伴
う
学

　
校
施
設
の
改
修
に
合
併
特
例
債

　
の
活
用
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

　
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
部
長
）
①
現
在
は
一

　
ク
ラ
ス
40
人
で
あ
る
が
、
平
成

　
23
年
度
か
ら
は
新
１
年
生
か
ら

　
一
ク
ラ
ス
35
人
制
が
導
入
さ
れ

　
る
。
絹
西
小
学
校
に
お
い
て
は
、

　
平
成
28
年
度
に
は
全
学
年
で
３

　
ク
ラ
ス
構
成
に
な
り
平
成
25
年

　
度
か
ら
は
教
室
不
足
が
生
じ
る

　
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
対

　
策
と
し
て
増
築
、
改
築
の
検
討

　
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
き
ぬ
の
里
の

　
人
口
推
移
予
測
が
難
し
く
、
特

　
に
住
宅
張
り
付
き
後
に
児
童
数

　
の
減
少
も
想
定
さ
れ
、
一
時
期

　
仮
校
舎
に
よ
る
対
応
も
想
定
す

　
る
。
施
設
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

　
現
況
で
文
部
科
学
省
令
に
よ
る

　
基
準
は
満
た
し
て
お
る
こ

　
と
と
、
地
形
的
な
要
素
に

　
よ
り
や
み
く
も
な
拡
大
は

　
安
全
面
か
ら
憂
慮
さ
れ
る

　
点
も
あ
り
学
校
の
意
見
を

　
取
り
入
れ
な
が
ら
現
在
の

　
敷
地
内
で
の
増
改
築
と
平

　
行
し
て
検
討
を
進
め
て
い

　
く
。

答
弁
（
企
画
部
長
）
②
合
併

　
特
例
債
に
つ
い
て
は
平
成

　
21
年
６
月
の
議
員
全
員
協

　
議
会
に
お
い
て
道
路
整
備

　
・
石
下
庁
舎
建
設
・
石
下

　
中
及
び
水
海
道
西
中
建
て

　
か
え
・
絹
西
小
整
備
等
の

　
主
な
事
業
の
ほ
か
、
市
街

　
地
再
生
事
業
・
学
校
耐
震
化
事

　
業
等
に
充
当
す
る
方
針
が
出
さ

　
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

　
な
が
ら
市
内
小
中
学
校
耐
震
診

　
断
の
結
果
、
想
定
以
上
の
事
業

　
費
と
早
急
に
工
事
着
手
が
必
要

　
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
既
に
着
手
し
て
い

　
る
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
据
え

　
な
が
ら
、
新
た
な
財
源
確
保
の

　
た
め
国
の
動
向
を
注
視
し
、
補

　
助
制
度
等
の
積
極
的
な
活
用
も

　
含
め
議
会
と
協
議
し
検
討
し
て

　
い
き
た
い
。

（
再
質
問
）　
①
絹
西
小
学
校
に
お

　
い
て
平
成
25
年
度
か
ら
教
室
の

　
不
足
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と

　
で
あ
る
が
、
23
年
度
に
お
い
て

　
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
具
体
化

　
し
て
い
く
の
か
示
せ
。

（
再
答
弁
）（
教
育
部
長
）
①
絹
西

　
小
学
校
に
は
使
用
で
き
る
教
室

　
が
14
あ
り
、
現
在
12
室
を
使
用

　
し
て
い
る
。
４
月
の
新
入
生
が

　
76
名
の
た
め
３
ク
ラ
ス
と
な
り

　
23
年
度
は
13
ク
ラ
ス
を
使
用
す

　
る
。
平
成
24
年
度
は
さ
ら
に
１

　
ク
ラ
ス
増
え
14
と
な
り
、
25
年

　
度
が
15
ク
ラ
ス
と
な
り
１
教
室

　
不
足
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の

　
こ
と
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
度

　
に
、
小
学
校
及
び
関
係
各
課
と

　
協
議
し
対
策
方
針
を
決
定
・
実

　
施
し
て
平
成
25
年
度
に
は
教
室

　
の
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め

　
て
い
く
。

 <

そ
の
他
の
質
問
事
項>

○
歩
く
運
動
の
大
切
さ
を
提
唱
し
、

　
実
践
し
て
い
く
活
動
の
推
進
に

　
つ
い
て

○
水
海
道
有
料
道
路
の
社
会
実
験

　
に
つ
い
て

情
報
伝
達
を
考
え
る

倉
持
　
泰
仍 

議
員

学
校
施
設
の
整
備
を
考
え
る

岡
野
　
一
男 

議
員

高
崎
坂
東
線
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て

水
野
　
昇 

議
員

地域防災行政無線屋外拡声器

田植えの済んだ広大な圃場

絹西小学校

県道高崎坂東線
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